
【全体構成】

次期計画冊子（案）　前回【第３回町田市子ども・子育て会議（２０２４年８月２２日）時点】からの

主な変更点一覧

項番

１

変更前 変更後

第１章　計画の概要
　１　計画策定の背景と趣旨
　２　計画策定の視点
　３　計画の位置づけ
　４　計画の対象
　５　計画の期間

第２章　計画の基本的な考え方
　１　施策の体系
　２　基本理念
　３　基本方針・基本目標
　４　成果指標

第３章　子どもを取り巻く環境
　１　本市の子どもと家庭の状況
　２　国・東京都の動向
　３　２０２０～２０２４年度の振り返り・評価

第４章　施策の展開

第５章　教育・保育の量の見込みと確保方策
　１　子ども・子育て支援事業計画について
　２　教育・保育事業
　３　地域子ども・子育て支援事業

第６章　計画の推進
　１　計画の推進
　２　計画の進行管理
　３　計画の進行状況の公表

参考資料

第１章　計画の概要
　１　計画策定の背景と趣旨
　２　計画の位置づけ
　３　計画の期間

第２章　子どもを取り巻く環境
　１　現状と課題
　２　計画策定の視点

第３章　計画の基本的な考え方
　１　基本理念
　２　施策の体系
　３　各計画との関係性

第４章　施策の展開

第５章　教育・保育の量の見込みと確保方策
　１　子ども・子育て支援事業計画について
　２　教育・保育提供区域の設定
　３　量の見込み・確保方策など

第６章　計画の推進
　１　計画の推進
　２　計画の進行管理

参考資料

資料 ４
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【内容】 第３回会議にて意見あり

１ － 全体 事業案内、コラム － 新規作成 －

２
６～
１０

第１章 構成

１　計画策定の背景と趣旨
２　計画の位置づけ
３　計画の期間

１　計画策定の背景と趣旨
２　計画策定の視点
３　計画の位置づけ
４　計画の対象
５　計画の期間

項番３、５を踏まえ、「２　計画策定の視
点」「４　計画の対象」を追加。

３ ７ 第１章 ２　計画策定の視点
第２章（現　第３章）
「子どもを取り巻く環境」に記載

第１章に記載
計画全体に係る内容であることから、関連性
の高い「第１章　計画の概要」へ移行。

４ ９ 第１章 ３　計画の位置づけ －

【関連図】
「その他」に下記を追加

◆町田市地域防災計画
◆町田市環境マスタープラン

取組に関連がある計画を追加。

５ １０ 第１章 ４　計画の対象
第１章
「２（現　３）　計画の位置づけ」内に記載

第１章
「４　計画の対象」の項目を作成

次期計画における「子ども・若者」の定義
等、対象を明確に示すため、項目を独立。

６
１１～
４８

第２章
第３章

全体
第２章　子どもを取り巻く環境
第３章　計画の基本的な考え方

第２章　計画の基本的な考え方
第３章　子どもを取り巻く環境

計画の重要な考え方を冒頭の第１～２章でま
とめて記載し、第３章で現状を示すデータや
前計画の振り返り、第４章でそれを踏まえた
具体的な取組を説明するため、第２章と第３
章の位置を入替。

備考変更前内容ページ項番 章 変更後
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【内容】 第３回会議にて意見あり

備考変更前内容ページ項番 章 変更後

７
１２～
１３

第２章 １　施策の体系

●基本計画
「基本理念」
●行動計画
「基本方針」「基本目標」「基本施策」

●基本計画
「基本理念」「基本方針」「基本目標」
●行動計画
「基本施策」

「基本方針」「基本目標」の文言を
全体的に変更

次期計画は、「町田市子どもにやさしいまち
条例」の「市の責務」を踏まえ、「子どもに
やさしいまち」の実現に向けた各主体の活動
を市が「支える」という表現で体系を構築し
ており、「子どもにやさしいまち」を「みん
なでつくっていく」という部分がわかりづら
くなっていたため、体系を修正。
市全体で「子どもにやさしいまち」を目指す
ものとして改めて捉え直し、子どものあるべ
き姿を「基本方針」に掲げ、「基本目標」に
それぞれの主体の目指す姿を示すことで、み
んなで「子どもにやさしいまち」を目指すと
いう表現に変更。
この考え方による表現の変更に伴い、基本計
画と行動計画の範囲についても、それぞれの
主体の目指す姿を示した「基本目標」までが
基本計画に入ることが相当であると判断し、
範囲を変更。

８ １３ 第２章 １　施策の体系

基本方針１－基本目標１－基本施策（１）
　多様な学びの推進

基本方針２－基本目標２－基本施策（１）
　多様な保育の充実

基本方針１－基本目標１－基本施策（１）
　豊かな学びの推進

基本方針２－基本目標２－基本施策（１）
　保育サービスの充実

「多様」という言葉は、一般的に「特別な支
援を要する子ども」に関する文脈で使われる
ことが多く、本基本施策が意図している
「様々な」「色々な」という意味とずれる可
能性があるため、文言を修正。

９ １３ 第２章 １　施策の体系
基本方針１－基本目標３－基本施策（２）
子どもの悩みに対する支援

基本方針１－基本目標３－基本施策（２）
子ども・若者の悩みに対する支援

取組に若者も含まれていることから、「・若
者」を追加。

１０ １５ 第２章 ２　基本理念

目指すコドマチ

子どもが「やりたい！」を見つけ、
叶えていける
そして、誰もが笑顔で安心して、
子どもと共に過ごせるまち

目指す姿

●子どもが「やりたい！」を見つけ、
　挑戦できるまち
●みんなが笑顔で安心して、
　子どもと一緒に過ごせるまち

項番７、１２の修正に伴い、「目指す姿」に
名称を変更。

内容については、「叶えていける」ことは大
切だが、叶うことは結果であるため、現在や
りたいことも含めて自分の意志で「挑戦でき
る」ことの方が大事であると考え、変更。

一文が長く、子どもにとってわかりにくいた
め、２つに分け、文言を親しみやすいものに
修正。
●誰もが→みんなが
●共に→一緒に
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【内容】 第３回会議にて意見あり

備考変更前内容ページ項番 章 変更後

１１
１６～
３０

第２章 ３ 基本方針・基本目標
基本方針

第４章に記載

基本方針

第２章に記載、「成果指標」を記載
項番７の修正に伴い、記載場所を変更。

１２
１７～
３３

第２章 ３ 基本方針・基本目標 基本目標ごとに「目指す姿」を設定
基本目標ごとに設定していた
「目指す姿」を削除

項番７を踏まえ、「基本目標」にはそれぞれ
の主体の目指す姿を示すこととしたため、
「目指す姿」の文言を「基本目標」に置換。

１３
１７～
３４

第２章 ３ 基本方針・基本目標
基本目標

第４章に記載

基本目標

第２章に記載
現状と課題、関連データの内容追加

項番７の修正に伴い、記載場所を変更。

１４ ３５ 第２章 ４　成果指標

１　将来の夢や目標を持っている
　　児童・生徒の割合
２　子どもがいきいきと育つ環境が
　　整っていると思う人の割合
３　相談したいことや聞いてほしいことを
　　気軽に話せる相手が複数いる人の割合

１　意見表明を始めとする子どもの市政への
　　参画がされていると思う市民の割合
２　認可保育所等待機児童数
３　子どもがいきいきと育つ地域環境が
　　整っていると思う市民の割合

「基本理念」の達成状況を測る指標から、
「基本方針」の達成状況を測る指標に変更。

１５
３８～
４８

第３章 構成

１　現状と課題
（１）本市の子どもと家庭の状況
（２）国・東京都の動向
（３）２０２０～２０２４年度の振り返り・
　　　評価
２　計画策定の視点

１　本市の子どもと家庭の状況
２　国・東京都の動向
３　２０２０～２０２４年度の振り返り・
　　評価

「２　計画策定の視点」を第１章に移行した
ため、構成を変更。

１６ ３８ 第３章
１　本市の子どもと家庭の
　　状況

①人口等の動向
●総人口及び年齢３区分別の人口推移
●子ども・若者の人口推移

掲載年：２０１４～２０２４年

（１）人口
●総人口及び年齢３区分別の人口推移
●子ども・若者の人口推移

掲載年：２０２０～２０２９年

人口推計値が確定したため、現行計画（後
期）開始時点から、次期計画（前期行動計
画）までの推計値を記載。
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【内容】 第３回会議にて意見あり

備考変更前内容ページ項番 章 変更後

１７
３８～
４３

第３章
１　本市の子どもと家庭の
　　状況

●総人口及び年齢３区分別の人口推移
●子ども・若者の人口推移
●０～１４歳の転入超過数と全国順位の推移
●出生数と合計特殊出生率の推移
●専業主婦世帯と共働き世帯の推移
●保育所等利用待機児童数の推移
●不登校児童生徒数の推移
●特別支援学級に通う児童生徒数の推移
●児童虐待相談件数の推移

データの追加
●育児休業の取得状況
●認可保育所等の定員数・入所児童数の推移
●学童保育クラブの入会児童数と入会率
●「子どもの権利」の認知度

データの削除
●専業主婦世帯と共働き世帯の推移

第４章の取組につながる、より特徴的なデー
タを掲載するという観点から、整理を行っ
た。

１８
５０～
５１

第４章 施策の展開 －
新規追加

ライフステージごとの主な取組
－

１９ ５２ 第４章 施策の展開 －
新規追加

「基本施策」のページについて

次期計画では、目標値が実績より下がるもの
があるため、考え方を説明。

２０
５３～
１０７

第４章 主な取組、その他の取組
主な取組　　　４４事業
その他の取組　７９事業

主な取組　　　７０事業
その他の取組　５９事業

資料５【前期行動計画「（仮称）コドマチ計
画２５－２９」　「基本施策」の掲載形式に
ついて】の考えを踏まえて精査し、「主な取
組」を追加。

２１
７４～
８６

第４章 主な取組、その他の取組

「第５章　教育・保育の量の見込みと確保方
策（第３期町田市子ども・子育て支援事業計
画）」に記載のある事業

→すべて「その他の取組」

「第５章　教育・保育の量の見込みと確保方
策（第３期町田市子ども・子育て支援事業計
画）」に記載のある事業

→事業の主目的が「基本目標」「基本施策」
　と一致し、特に重要だと思われる取組は、
　「主な取組」

【取組番号】３１～３３、３７、
　　　　　　４０～４４、４６、４８、４９

指標が第５章と同一となる場合には、指標は
掲載せず、第５章を参照する形式とする。
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【内容】 第３回会議にて意見あり

備考変更前内容ページ項番 章 変更後

２２
１１０～
１３０

第５章 構成

１　子ども・子育て支援事業計画について
２　教育・保育提供区域の設定
３　量の見込み・確保方策など
　（１）教育・保育事業
　（２）地域子ども・子育て支援事業
　（３）教育・保育の一体的提供及び
　　　　推進体制の確保（質の向上）

１　子ども・子育て支援事業計画について
２　教育・保育事業
　（１）提供区域
　（２）量の見込み・確保方策など
　（３）教育・保育の一体的提供及び
　　　　推進体制の確保
３　地域子ども・子育て支援事業
　（１）提供区域
　（２）量の見込み・確保方策など

教育・保育事業と地域子ども子育て支援事業
の区分けを明確にするために、項目を分けて
整理。

２３
１１２～
１２９

第５章 量の見込み －
教育・保育事業の数値作成、
各事業の数値修正

－

２４
１２１～
１２９

第５章 量の見込み

地域子ども・子育て支援事業
【過不足（②－①）】
ニーズ量＜確保量・・・「○○」（数字）
ニーズ量＞確保量・・・「▲○○」（数字）
ニーズ量＝確保量・・・「０」

地域子ども・子育て支援事業
【不足数】
ニーズ量＜確保量・・・「－」
ニーズ量＞確保量・・・「○○」（数字）
ニーズ量＝確保量・・・「－」

「ニーズ量＜確保量」の場合に、過剰供給と
捉えられる可能性があるため、不足数のみを
掲載。

２５
１３２～
１３５

第６章 構成

１　計画の推進
２　計画の進行管理
　（１）計画の評価
　（２）計画の改善
　（３）計画の見直し

１　計画の推進
２　計画の進行管理
　（１）計画の評価
　（２）計画の改善
　（３）計画の見直し
３　計画の進行状況の公表

項番２８を踏まえ、「３　計画の進行状況の
公表」を追加。

２６ １３２ 第６章 １　計画の推進 －
【各主体の役割】
家庭には、児童養護施設等を含む旨を
注釈（※）で表記

子どもの生活の場である児童養護施設等は、
家庭に含めるものとして説明。

２７
１３３～
１３５

第６章
２　計画の進行管理
　（１）計画の評価

①各取組の進捗状況の確認
②ＣＦＣＩの「町田市版子どもにやさしい
　まちチェックリスト」の活用
③「町田市子ども・子育て会議」における
　評価

①各取組の進捗状況の確認
②ＣＦＣＩの「町田市版子どもにやさしい
　まちチェックリスト」の活用
③評価方法と評価基準
④「町田市子ども・子育て会議」における
　評価

１３４ページの「町田市版子どもにやさしい
まちチェックリスト」評価結果のグラフに至
るまでの評価方法を説明するため、「③評価
方法と評価基準」を追加。

２８ １３５ 第６章 ３　計画の進行状況の公表 「２　計画の進行管理」内に記載 「３　計画の進行状況の公表」の項目を作成
進行管理と公表は別であるため、項目を独
立。
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【内容】 第３回会議にて意見あり

備考変更前内容ページ項番 章 変更後

２９ １３６～ 参考資料 － － 新規追加 －

３０ １４４ 参考資料 ２　関連する市の計画

第３章（現　第２章）
「計画の基本的な考え方」に記載

●「町田市子どもマスタープラン」と
　一体のものとして含まれる計画
　（子ども分野）
●各分野の関連計画

「参考資料」に移行

「町田市子どもマスタープラン」と一体のも
のとして含まれる計画
を削除

次期計画と関連計画との関連性を示す表とし
て整理。
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